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1 図のような 1辺の長さを 1とする立方体ABCD-EFGHを考える．

線分AHと線分 EDの交点をKとする．さらに，辺 CGを 3 : 1

に内分する点を Lとし，辺 EFを p : 1¡ pに内分する点をMと

する．ただし，0 < p < 1である．また，
¡!
a =

¡!
EF，

¡!
b =

¡!
EH，

¡!
c =

¡!
EAとおく．

(1)
¡!
KLおよび

¡¡!
KMをそれぞれ

¡!
a ;
¡!
b ;
¡!
c を用いて表せ．

(2)
¡!
KLと

¡¡!
KMが垂直になるような pの値を求めよ．

(3) 直線KLと面 EFGHを含む平面との交点をQとする．

‘ 線分 EQの長さを求めよ．

’ 4EKQの面積を求めよ．


